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は
じ
め
に

　
7
月
3
日
か
ら
梅
雨
前
線
が
華
中
か
ら
九
州
付
近
を
通
っ
て

日
本
付
近
に
停
滞
し
、
特
に
7
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
は
前
線

の
活
動
が
活
発
で
九
州
に
記
録
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

   

気
象
庁
に
よ
る
と
大
分
県
内
は
、
7
月
中
の
総
降
水
量
が
県

内
の
多
い
と
こ
ろ
で
一
、
七
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
、
　
、
　
、
　
時
間

の
時
間
降
水
量
が
観
測
史
上
の
1
位
を
超
え
る
な
ど
、
河
川
の

氾
濫
、
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
を
各
地
に
与
え
る
も
の
で
し
た
。

　
後
に
日
本
各
地
に
被
害
を
与
え
た
集
中
豪
雨
を
気
象
庁

は
「
令
和
2
年
7
月
豪
雨
」
と
命
名
し
ま
し
た
。 24

48

72

概
要

九
重
町
の
被
害

　
九
重
町
で
は
7
月
6
日
の
　
時
頃
よ
り
雨
量
が
増
加
し
始
め
、

翌
7
日
の
3
時
頃
に
1
時
間
当
た
り
の
降
雨
量
が
　
ミ
リ
近
く

に
達
し
、
明
け
方
6
時
頃
ま
で
雨
が
降
り
続
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

一
旦
、
雨
量
が
減
っ
た
も
の
の
、
夕
方
再
び
雨
量
が
増
加
。
8
日
の 

　
時
　
分
に
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
、累
加
雨
量
が
八
〇

〇
ミ
リ（
日
田
観
測
地
点
）
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。 

　
こ
の
雨
の
被
害
は
全
壊
７
戸
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
地
区
で

断
水
が
生
じ
、
道
路
で
は
国
道
二
一
〇
号
線
ほ
か
多
く
の
主
要

な
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
、
久
大
本
線
の
被
災
は
復
旧
が

翌
年
3
月
1
日
に
な
る
な
ど
甚
大
も
の
で
し
た
。 
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令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
九
重
町
で
も
全
域
で
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
災
害
に
よ
り
、
生
死
に
関
わ
る
体
験
を
さ
れ

た
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
体
験
時
の
恐
怖
や
絶
望
感
が
蘇
っ

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
災
害
の
報
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

言
わ
れ
る
方
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
家
、
田
畑
、
家
畜
、
地
域
、ふ
る

さ
と
、
風
景
な
ど
、
様
々
な
も
の
を
失
い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
命
を
失
う
方
が
い
な
か
っ
た
こ
と
。こ
れ

は
奇
跡
で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
動
き
、
人
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　　
今
回
の
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｅ
　
号
は
、
九
重
の
人
・
ま
ち
で
助
け
合

い
、
応
援
し
て
く
れ
た
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思

い
、
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
災
害
か
ら
１
年
。
住
み
慣
れ
た
家
の
解
体
が
始
ま
り
、
あ
ら
ゆ

る
工
事
が
続
く
私
た
ち
の
町
に
、
ど
ん
な
災
害
が
起
き
た
の
か
。

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
中

で
、１
年
後
の
今
の
歩
み
を
伝
え
る
こ
と
で
、
九
重
の
人
・
ま
ち
の

力
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
発
行
し
ま
す
。 
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令和02年07月07日23時20分

座談会

　
令
和
3
年
7
月
、
4
地
区
公
民
館
で「
災
害
が
起
こ
っ
た
あ
の

日
を
語
る
座
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
区
長
文
書
で
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
4
日
間
開
催
し

た
座
談
会
に
、
延
べ
　
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
各
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
広
げ
、
当
時
の

状
況
、
個
人
の
体
験
談
、
１
年
経
っ
た
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
写
真
も
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
座
談
会
で
い
た
だ
い
た
情
報
を
も
と
に
、

住
民
の
生
の
声
を
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
形
で
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｅ

　
号
を
構
成
し
て
い
ま
す
。 

　
座
談
会
の
場
に
ま
だ
出
る
気
持
ち
に
な
れ
な
か
っ
た
方
、
都
合

の
つ
か
な
か
っ
た
方
も
、い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
声
は
、一
部
の
方
の
声
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
全
て
が
現
実
で
す
。
　

　
他
の
人
の
声
を
読
ん
で
、
自
分
も
話
し
た
い
と
思
わ
れ
た
方

は
、
座
談
会
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、い
つ
で
も
公
民
館
ま
で
お
話

し
に
来
ら
れ
て
く
だ
さ
い
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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橋に流木がひっかかり、 

行き場のない水が民家に流れこんできた。

夜、怖くて眠れなかった。

助けてと
言えるかが
大事。

まだ大丈夫と思ったときに

避難するべきだった。

山の土砂崩れが多かった。

鳴子川の護岸が崩れ、

田んぼが川になった。

再び災害が起きるのでは

ないかと不安になる。

川の音と、壊れた踏切が薄暗い中

ずっと鳴り続け不気味だった。

近所の家が解体され、

今までとは違う風景が広がっていて

さみしい気持ち。 

自分の所より被害を受けた人がいるだろうから、

できる限りのことは自分で復旧しようとした。

道が寸断、上へも下へも

どこにも行くことができず、

3日間孤立した。

避難所の屋根に

大粒の雨が当たる音が怖かった。

昔の災害で

危険な箇所は把握できていたので、

遠回りして安全な道を進むことができた。

二本の水路が交わるところで、

とても人力では動かせないような

蓋が上がっていた。

避難指示には素直に従って

明るいうちに避難することを

心がけようと思った。

南山田地区

東飯田地区

野 上 地 区

あの日を語る

座談会での声

飯 田 地 区
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上の山から水が

どんどん流れてきた。

地域の温かさに

助けられた。

飯田で大雨が降ると一時間後、

筑後川が増水する。

職場の確認に行こうとしたが、

土砂崩れ通行止めで断念。

地域住民の助けあいが必要、

いざというときに動けるように。

前日はあまり大したことないなという感覚だったが

朝起きてカーテンを開けてみると、

家自体が川の中に、という状態になっていた。

5分遅かったら流されていたと思う。

避難後、雨が止むことを

ずっと祈っていた。

靴が流され、

数日間スリッパで過ごした。

スーパーから

食料品や

生活用品が

無くなった。

2日目の朝、6時くらいから降り出した雨は

今までに聞いたことのない音で、
雨や川を流れる巨石の音で

テレビの音が聞こえなかった。

50年に一度の災害が近年至る所で発生している。

いつどこで災害が起こるか分からない。

公助ばかりに頼るのではなく、

自助・共助もしっかり行う。

避難所で給食ボランティアの方が

率先して食事を配ったり、

ご高齢の方に声かけをしていた。

（避難所の様子）（避難所の様子）

（避難所の様子）（避難所の様子）

避難者の方に社協がお風呂を貸してくれた、

その後も民間の方がお風呂を無料開放して

くれた。
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夜中、雨の音で危険を感じた。

朝6時に目が覚めて目の前の川を見たが

少し水位が上がっただけだったので

「まだ大丈夫だろう」と判断。

その後雨の量が増え川の勢いも激しくなり

あっという間に 水嵩が増した。

家族と話し合って動かせる家具を２階に運んだ。

運び終えた頃、川が氾濫した。

氾濫し始めてからはあっという間だった。

今まで体験したことがない雨だった。

いつもの景色が、変わった。

近所の人達と

一緒に避難した。

地区ごとに安全な避難所を

見つけておいたほうがいい。

飯田地区は標高が高い位置にあるので

特に気候が特異である。

家の前が湖状態になった。

2階から瓦をつたって避難した。

行く道、行く道、

土砂崩れなどで

道が通れなかった。

家から離れるのが

怖かった。

恵良駅前の通りのアスファルトが

ボコボコと持ちあがっていた。

避難の時は2～3日分の食料は

持っていくようにした方が良い。

家の前の橋が無くなり
道に出られなくなったので、

裏山を何往復もして荷物を運び出した。

避難所で配られたペットボトルの水をずっと飲まない

ご高齢の方がいました。気になって声をかけてみると

ペットボトルのフタを開けることができない、ということ

をそこで知りました。避難所での声かけがもっと細か

く出来るならと思いました。 （避難所の様子）（避難所の様子）
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災害を目の前にして、

正直怖かった。

地域総出で

土砂を撤去した。

ふるさとがなくなった。

大変な状況になると

周りが見えなくなる。

線状降水帯が発生したとき、

九重山系の雲が低かった。

山が深いので、

川の水位が一気にあがり、

すぐに下がる。

まずは我が身を守る必要を感じた。

夜中、変な音がするなと思い、

ベッドから立ち上がると

膝の位置まで水が入っていた。
驚いて扉を開けると川の水が一気に家の中に押し寄せ

サッシを破って大きな家具が川へ流れていった。

電話より

LINEのほうが

つながった。

「うちは後でいいけん大変なところを先に行きよ」と、

田舎の人の譲り合いの精神を感じた。

道が寸断されている状況の中、

地元のことを知っている消防団だからこそ

他に道を探し、救助に向かうことができたのだと思う。 

家財道具を処分場へ

軽トラ100回分は運んだ。

土嚢袋は約1,000袋は使った。

側溝に土が溜まり、水が溢れて

普段流れない方向に流れていた。

避難して何事もなく終わって

「これなら避難せんでよかったやん」と思うのではなく、

「何事もなく終わってよかった、良い避難訓練にもなった」と

思えるようになりたい。

知り合いや同級生が

泥出しの手伝いに来てくれて助かった。

本当に感謝しかない。

ご高齢の方が一人で避難所に避難してきたとき、

最初はとても不安そうにしてましたが、徐々に人が増えてきて

「ここは明るくて落ち着くね」「避難しちょってよかったねえ」と

集まって話す様子が見られた。 （避難所の様子）（避難所の様子）

8



東飯田地区

野上 地 区

飯 田 地 区

南山田地区

あ

の

日
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東飯田地区 野上 地 区 飯 田 地 区 南山田地区
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東飯田地区 野上 地 区 飯 田 地 区 南山田地区
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消
防
団
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
田
吹 

利
明

　
７
月
６
日
は
、
大
雨
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
消
防
団
も
警
戒
態
勢
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。あ
の
時
の
雨
は
、雨
の
勢
い
、雨
音
が
い
つ
も
と
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
梅
木
邦
隆
消
防
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
南
山
田
地
区
団
長
と
し

て
、
地
区
内
の
消
防
団
と
連
絡
を
取
り
災
害
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
災
害
を
目
の
前
に
し
て
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
あ
の
日
、
団
員
達

は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
一
生
懸
命
、
避
難
誘
導
や
土
嚢

運
び
な
ど
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
人
的
被
害
も
な
く
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。

　
私
は
、
令
和
3
年
4
月
よ
り
消
防
団
長
の
役
職
を
拝
命
し
、
全
団
員
の

指
揮
監
督
を
し
て
い
く
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
町
民
の
安

全
を
守
る
た
め
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
各
事
業
所
や
関
係
機
関
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
分
も
地
域
を

守
り
た
い
方
、
消
防
団
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
入
団
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

消防団、防災士の動き

川の氾濫により、

自宅に取り残された一人暮らしの

おばあちゃんの姿は見えるものの、

助けに行けない状況だった。

恐怖や不安、焦りでいっぱいだった。

「消防団は、なんでうちには来てくれんの？」と

言われたことがあった。

消防団が出動するには、要請が必要。

災害時に消防団員の命が失われるような

悲しいことが絶対ないように

「まず自分を守れ」という指示を出した。

実動できる若い消防団員が急激に

減っている。救助に行ける人がいない、

小さな事案に対応できない。

「側溝・水路がつまって悪い

ので、ポンプでついてほしい」

という要請に、多く応えた。

座談会での

消防団員の声

災害現場や避難所で活躍する

消防団と防災士に、

災害当時の活動について

お話をお聞きしました。
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東
飯
田
防
災
士
会

会
　
長 

仲
摩 

茂
敏

副
会
長 

小
幡 

龍
也

事
務
局 

原
田 

勝
美

　
防
災
士
会
と
は
、
防
災
士
資
格
を
取
得
し
た
人
た
ち
が
、
地
域
の
防
災
・
減
災

を
目
的
に
取
組
み
を
行
う
自
主
防
災
組
織
で
す
。
　
　

　
防
災
士
と
聞
い
て
堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
東
飯
田

防
災
士
会
で
は
自
分
た
ち
の
出
来
る
範
囲
で
、
身
近
な
場
所
や
地
域
の
人
の
安
心

安
全
を
確
保
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
当
時
は
、
避
難
所
の
運
営
や
地
域
の
人
が
避
難
し
た
場
所
な
ど
の
把
握
に

努
め
ま
し
た
。
災
害
時
の
防
災
士
と
し
て
の
立
場
は
難
し
く
、
手
探
り
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
役
場
の
職
員
や
消
防
団
と
の
役
割
分
担
を
行
い
、
防
災
士
の
位
置

づ
け
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
防
災
士
会
は
災
害
が
起
き
る
前
の
取
り
組
み
を
重
視
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

被
災
地
の
視
察
や
研
修
、
防
災
訓
練
、
災
害
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
中
で
も
、
支
え
合
い
助
け
合
い
マ
ッ
プ
作
り
や
区
長
懇
談
会
に
参
加
し
、
避

難
時
の
要
支
援
者
を
把
握
す
る
こ
と
、
各
地
区
に
最
低
で
も
2
〜
3
人
は
防
災
士

資
格
を
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
呼
び
か
け
、
頼
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
を
重
要
な

取
り
組
み
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
毎
年
各
地
で
大
き
な
災
害
が
起
き
、
今
後
は
避
難
す
る
人
が
確
実
に
増
え
る
と

思
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
公
助
ば
か
り
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
助
・

共
助
の
チ
カ
ラ
を
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
共
助
の
支
え
と
な
り
、
住
民
を
守
る

大
事
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
今
後
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

小幡さん

避難所の発電機の

起こし方を研修中被災地研修の様子

原田さん 仲摩さん
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災害復旧工事の現状

災害復旧工事を手がける建設業協会の

皆さんに、災害当時の様子や復旧工事の

状況をお聞きしました。

災害復旧工事を手がける建設業協会の

皆さんに、災害当時の様子や復旧工事の

状況をお聞きしました。

九
重
町
建
設
業
協
会
と
は

　
九
重
町
内
の
建
築
と
土
木
工
事
が
で
き
る
会
社
の
協
会
で
、
現
在 

会
員

企
業
　
社
で
す
。
普
段
の
建
設
業
協
会
の
役
割
は
、
研
修
（
安
全
、
工
事
、
積
算

等
）
を
行
っ
た
り
、
中
学
校
に
て
職
業
講
話
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
7
月
豪
雨
の
時
に
は
建
設
業
協
会
と
し
て
、一
刻
も
早
く
災
害
現
場
の
復

旧
を
図
る
た
め
に
、
通
常
業
務
の
工
事
を
先
送
り
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
要

望
し
ま
し
た
。

災
害
当
時
の
こ
と

　
当
日
は
直
接
役
場
の
建
設
課
と
玖
珠
土
木
事
務
所
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
雨
の
音
で
寝
れ
な
か
っ
た
の
で
、
電
話
が
来
て「
や
っ
ぱ
り
き
た
な
！
」

と
思
い
ま
し
た
。

　
朝
に
な
っ
て
、
家
の
周
り
の
様
子
を
見
る
と
、
家
は
い
っ
ぱ
い
浸
か
っ
て
い
る

し
鉄
橋
は
曲
が
っ
て
い
る
し
、「
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
得
る
の
か
・
・
・
」「
自

然
に
は
勝
て
な
い
」
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

災
害
現
場
の
こ
と

　
協
会
員
各
社
は
、
現
場
を
見
に
行
き
そ
れ
か
ら
必
要
な
重
機
と
、
配
置
す

る
人
間
の
数
の
判
断
を
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
各
社
と
も
朝
か
ら
て
ん
て

こ
ま
い
で
し
た
ね
。

　
ま
ず
は
、
道
路
を
ふ
さ
い
で
い
る
土
砂
の
撤
去
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の

次
に
、
河
川
に
ひ
っ
か
か
っ
た
流
木
の
撤
去
や
、
土
嚢
を
積
ま
な
い
と
壊
れ
て

し
ま
い
そ
う
な
場
所
を
重
点
的
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。こ
の
作
業
を
し
て

25
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し
ま
い
そ
う
な
場
所
を
重
点
的
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。こ
の
作
業
を
し
て

お
か
な
い
と
、
次
に
大
雨
が
来
た
時
に
す
ぐ
に
河
川
が
氾
濫
し
た
り
、
土
砂

崩
れ
を
起
こ
し
た
り
と
二
次
災
害
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

　
自
分
の
家
の
近
く
で
重
機
が
動
い
て
い
た
ら
当
然
、「
こ
こ
も
の
け
て
く
れ
」

と
頼
ま
れ
ま
す
。
大
変
心
苦
し
い
の
で
す
が
、「
こ
っ
ち
を
急
ぐ
け
ん
ご
め
ん
！
」

と
言
っ
て
断
っ
て
い
ま
し
た
。
余
裕
が
あ
れ
ば
す
る
ん
で
す
が
、「
先
に
こ
っ
ち
を

せ
ん
と
道
路
が
通
れ
ん
か
っ
た
り
、
二
次
災
害
に
繋
が
っ
て
危
な
い
け
ん
後
か

ら
ね
、ご
め
ん
！
」と
言
う
し
か
な
か
っ
た
で
す
。

　
九
重
町
の
場
合
、
農
地
の
災
害
が
一
、
〇
〇
〇
箇
所
以
上
、
河
川
や
道
路
な

ど
の
建
設
災
害
が
約
二
〇
〇
箇
所
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
県
道
や
県
の
河
川
災

害
が
約
二
〇
〇
箇
所
あ
り
、
九
重
町
の
建
設
業
者
で
行
え
る
範
囲
を
は
る
か

に
超
え
て
い
ま
し
た
。み
ん
な
、
自
分
の
周
り
や
自
分
に
関
係
の
あ
る
と
こ
ろ

が
「
な
ん
で
い
つ
ま
で
も
工
事
で
き
ん
の
か
な
？
」
と
思
い
な
が
ら
待
ち
望
ん

で
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
回
の
災
害
に
対
応
で
き
る
人
手
や
能
力
を

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
状
況
で
、
非
常
に
心
苦
し
い
ん
で
す
が
、「
頑
張
っ
て
や
り

ま
す
」と
し
か
言
え
な
い
ん
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
野
矢
小
学
校
前
の
道
路
工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
時
、
地
元
の

人
た
ち
が
毎
日
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
を
気
に
し
て
見
に
来
て
く
れ
て
た

ん
で
す
。「
い
つ
？
い
つ
で
き
る
？
」
と
、
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
と
て
も
土
曜
日

休
み
ま
す
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。み
な
さ
ん
、
早
く
通
れ
る
よ
う
に
な

る
の
を
待
っ
て
い
た
の
で
従
業
員
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
工
事
を
な
る
べ
く
急
ぎ

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
と
き
は
、
感
謝
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
状
も
い
た
だ

き
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
地
元
の
方
の
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
作
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
私
た
ち
は
思
っ
て
い
ま
す
。

取材時に作業されていた皆さん

九重町建設業協会 会長 河野さん17



　
様
々
な
災
害
現
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
。
ま
た
、「
震
災
支
援
を
続
け
る
会
」
に

所
属
し
、
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
生
活
用
品

セ
ッ
ト
を
届
け
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

玖
珠
町
在
住
　
森 

智
崇
さ
ん

伝
え
た
い
こ
と

　
そ
ろ
そ
ろ
復
旧
工
事
終
わ
っ
た
か
な
？

普
段
通
っ
て
い
る
道
を
み
て
そ
う
感
じ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
け
ど
、
実
は
ま
だ
仮
復
旧

の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
生
活
に
必
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
し
た
だ
け
な
ん
で
す
。こ
れ
か
ら

徐
々
に
復
旧
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。し
か
し
、
ま
た
い
つ
災
害
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
で
建
設
業
界
の
従
業
員
や
業
者
の
減
少
が
深
刻
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
大
き
な

災
害
は
年
々
増
え
て
い
る
の
に
、
守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
土
地
の
広
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
先
、
ど
れ
ほ
ど
対
応
し
て
い
け
る

だ
ろ
う
か
と
、
最
近
考
え
る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
。

　
復
旧
し
た
現
場
を
し
ば
ら
く
し
て
通
る

と
、
当
時
の
災
害
の
様
子
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、「
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
、
助
か
っ
た
よ
」

と
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
人
た

ち
の
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
九
重
町
の
土
地

を
守
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
た
人

が
一
人
で
も
増
え
る
と
い
い
な
と
願
っ
て

い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在

　
あ
の
日
、
今
に
も
氾
濫
し
そ
う
な
玖
珠
川

を
見
て
私
は
そ
う
判
断
し
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
S
N
S
等
で
情
報
を
収
集
。
九

重
町
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
初
日
か
ら

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
確
実
に
九
重
町
に

　
　
　
　
　
　
　被
害
が
起
き
て
い
る
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九重町被災者支援センター

情報提供:九重町社会福祉協議会

開設期間：7月10日～8月21日 

ボランティア人数：2,291人 延べ

活動件数：230件 延べ

（内、活動休止13日）

（ニーズ件数：129件）

（個人1,065人・団体41団体1,226人）

　
九
重
町
の
状
況
は
、こ
れ
ま
で
行
っ
た
日
田

や
朝
倉
の
災
害
現
場
と
同
じ
光
景
で
し
た
。し

か
し
、コ
ロ
ナ
禍
と
あ
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
条
件

が
郡
内
在
住
者
と
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
思

う
よ
う
に
人
数
が
集
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
持
ち
は
あ
る
が
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
、と
い
う
方
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　
持
ち
物
や
、
格
好
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

方
が
知
り
た
い
で
あ
ろ
う
情
報
を
ま
と
め
た
動

画
を
作
り
、
S
N
S
に
ア
ッ
プ
も
し
ま
し
た
。
そ

の
動
画
を
み
て
九
重
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
く
れ
た
若
い
世
代
の
方
も
多
く
、
情
報
発

信
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
時

は
、
依
頼
主
や
、
そ
の
日
一
緒
に
な
っ
た
チ
ー
ム
の

方
達
と
笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ

ん
取
り
、
お
互
い
に
話
し
や
す
い
雰
囲
気
、
話
し

か
け
て
も
ら
い
や
す
い
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
依
頼
主
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
遠
慮
し
て
い
た
作
業
の
お
願
い

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
同
士
で

は
細
か
い
指
示
や
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

チ
ー
ム
力
も
高
ま
り
ま
す
。

　
災
害
に
遭
わ
れ
た
依
頼
主
が
辛
い
現
状
を

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
中
、
見
ず
知
ら
ず
の

人
た
ち
が
集
団
で
来
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分

た
ち
の
ペ
ー
ス
で
や
る
の
で
は
な
く
、
依
頼
主
の

気
持
ち
を
尊
重
し
、
ご
自
宅
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
ど
こ
ま
で
も
丁
寧
に
、
そ
し
て
、
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
被
災
さ
れ
て
い
る
方
が
「
助

け
て
」
と
言
え
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
。「
い
い
で
す
い
い
で
す
、
自
分
た
ち

で
し
ま
す
か
ら
」
と
言
っ
て
は
じ
め
は
、
知
り
合

い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
こ
と
を
遠
慮
す
る

方
が
多
い
よ
う
で
す
。
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
、

勇
気
の
い
る
こ
と
な
の
で
、
大
抵
の
こ
と
は
自

分
で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
し
ま
す
。し
か
し
、
泥

出
し
や
家
財
道
具
の
運
び
出
し
な
ど
の
復
旧

作
業
は
、
想
像
以
上
に
体
力
と
気
力
を
使
い

ま
す
。

　
『
助
け
て
く
だ
さ
い
と
言
え
た
時
、
人
は
自
立

し
て
い
る
』
私
が
出
会
っ
た
本
に
書
か
れ
て
い
た

言
葉
で
す
。

　
私
た
ち
は
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
助
け
合
い

な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
助
け
を
必
要
と
し
て
い

る
時
に「
助
け
て
」と
気
軽
に
言
い
合
え
る
環
境

と
関
係
性
が
普
段
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
地
域
に

根
付
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

助
け
を
求
め
る
力
（
求
助
力
）
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手記　あの日のこと

災害当時の状況や様子、そして現在の想いを

綴っていただきました。

ペ
ン
ネ
ー
ム
　
H
・
H 

　
昨
年
7
月
7
日
　
午
前
5
時
　
分
。

私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
忘
れ
も
し
な
い
、
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
っ
た
。

　
2
、
3
日
前
か
ら
雨
が
降
り
続
き
「
ま
た
か
…
水
嵩
が
増
さ
な
き
ゃ
い
い
な 

…
」
と
、
ひ
と
り
言
。
何
度
も

裏
の
川
を
覗
い
た
。
ま
だ
大
丈
夫
。と
高
を
括
っ
て
い
た
自
分
。 

つ
い
に
そ
の
日
が
や
っ
て
き
た
。
午
前
4
時
に
目

が
覚
め
裏
の
川
を
覗
い
た
。
も
の
す
ご
い
濁
流
の
音
、
激
し
い
雨
、
水
嵩
が
増
し
て
い
た
。「
や
ば
い
、
避
難
し
な
く

て
は
」
母
屋
に
行
き
、
母
と
弟
に「
逃
げ
る
よ
。
早
く
荷
物
を
ま
と
め
て
」と
言
っ
た
の
が
午
前
5
時
　
分
で
し
た
。

準
備
し
て
い
る
間
に
川
が
氾
濫
。
間
に
合
わ
な
い
。「
も
う
逃
げ
る
よ
！
」

　
母
屋
か
ら
車
庫
ま
で
行
く
の
に
な
ん
と
時
間
の
か
か
っ
た
こ
と
。
道
路
に
大
木
や
土
石
流
が
流
れ
て
き
て
…

膝
ま
で
水
に
浸
か
り
、
思
う
よ
う
に
足
が
進
ま
な
い
。や
っ
と
の
お
も
い
で
、
　
歳
の
母
を
車
に
乗
せ
、
車
は
半
分

水
に
浸
か
り
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
国
道
ま
で
来
た
が
、
通
行
止
め
で
そ
こ
か
ら
先
へ
は
進
め
な
い
。
と
り
あ
え

ず
広
場
で
2
時
間
待
機
。
そ
の
間
、
母
と
二
人
で「
良
か
っ
た
。
生
き
て
る
。
」と
励
ま
し
合
っ
た
。
待
機
し
て
い
る

時
に
河
川
氾
濫
の
怖
さ
が
よ
み
が
え
り
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。 

　
そ
れ
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
避
難
し
た
。
夜
も
眠
れ
ず
、
た
だ
不
安
ば
か
り
。
翌
日
、
実
家
を
見
に
行
っ
て

呆
然
と
し
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
涙
も
…
。

　
頭
に
よ
ぎ
っ
た
の
は
、
母
に
な
ん
と
伝
え
よ
う
。
家
に
は
戻
れ
な
い
。し
ば
ら
く
本
当
の
こ
と
は
伏
せ
て
お
こ

う
。 

初
め
て
の
経
験
。
九
死
に
一
生
を
得
る
と
は
、こ
の
こ
と
だ
。 

　
あ
れ
か
ら
1
年
。
家
の
解
体
工
事
も
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
が
、
私
た
ち
家
族
は
元
の
生
活
に
は
戻
れ
ず
、

皆
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
。
各
々
、
前
を
向
い
て
、
今
の
現
実
を
受
け
止
め
生
き
て
い
く
し
か
な
い
。
も
う
二
度
と

災
害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
う
。 50
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あ
の
日
。
夜
更
け
か
ら
尋
常
で
な
い
雨
の
降
り
様
。
5
時
頃
、
向
か

い
の
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
電
話
。「
も
う
水
が
道
に
上
が
っ
と
る
よ
」
慌
て

て
外
を
見
る
と
窓
の
す
ぐ
下
で
川
が
ご
う
ご
う
と
流
れ
て
い
る
。
床
下

に
ひ
た
ひ
た
と
水
が
入
っ
て
く
る
。ま
さ
か
。心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
出
す
。

カ
ッ
パ
を
着
て
外
に
出
た
。
川
向
か
い
の
家
族
は
道
路
崩
壊
寸
前
に
車

で
脱
出
。
下
で
　
歳
の
お
い
ち
ゃ
ん
が
戸
を
開
け
て
立
っ
て
い
る
。
水
は

床
上
に
迫
る
。お
ん
ぶ
し
て
救
出
。
そ
の
上
の
お
ば
ち
ゃ
ん
は
一
人
で
家

の
上
方
に
い
る
は
ず
。
水
が
逆
巻
く
中
、
探
し
に
行
っ
て
な
ん
と
か
救

出
。
避
難
所
へ
送
り
戻
っ
て
く
る
と
、
三
八
七
号
線
も
崖
崩
れ
で
不
通
、

下
の
旧
道
も
川
の
よ
う
に
な
っ
て
通
れ
な
い
。
呆
然
と
立
ち
尽
く
す

中
、よ
う
や
く
雨
が
お
さ
ま
っ
た
。 

　
そ
の
日
は
皆
避
難
し
た
が
、
続
く
翌
日
の
豪
雨
で
被
害
は
さ
ら
に

大
き
く
な
っ
た
。
川
は
え
ぐ
れ
、
道
は
完
全
に
崩
壊
。
倒
木
が
橋
を
塞

ぎ
、
周
辺
の
家
屋
は
半
壊
状
態
に
。
車
も
2
台
廃
車
。
小
さ
な
集
落
、

空
き
家
含
め
て
　
軒
中
　
軒
が
被
害
に
あ
っ
た
。 

　
豪
雨
の
最
中
、
そ
の
後
も
、
声
を
か
け
あ
い
力
を
合
わ
せ
て
乗
り

き
れ
た
。
命
を
つ
な
い
だ
絆
。
た
と
え
離
れ
離
れ
に
暮
ら
し
て
も
、

記
憶
は
消
え
な
い
。 
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も
う
す
ぐ
1
年
。

　
自
宅
前
の
小
さ
な
小
さ
な
小
川
が
河
川
と
な
っ
て
氾
濫
。
昨
日
の
朝
と

今
朝
の
変
わ
り
よ
う
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
橋
が
流
失
、
水
道
も
流
失
、

そ
し
て
土
手
も
何
も
な
い
凄
ま
じ
い
様
子
に
驚
き
と
恐
怖
を
感
じ
た
一
瞬
で

し
た
。
思
い
出
し
た
く
も
な
い
、
私
共
に
と
っ
て
生
活
上
な
く
て
は
な
ら
な
い

橋
。
唯
一
の
進
入
路
で
し
た
。
迂
回
路
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
災
害
の
朝
、
町
職
員
の
方
が
来
て「
農
免

道
路
が
決
壊
し
て
い
ま
す
。お
宅
の
家
が
危
な
い
の
で
当
分
ど
こ
か
に
避
難

し
て
下
さ
い
。
」
と
注
意
さ
れ
、
大
分
の
方
に
1
か
月
余
り
避
難
。
そ
し
て
追

い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
災
害
後
、
1
か
月
目
の
8
月
６
日
に
、
今
度

は
台
風
が
来
て
、
川
端
の
大
木
が
倒
れ
て
一
本
は
倉
庫
の
屋
根
に
倒
れ
、一
本

は
我
が
家
の
玄
関
前
に
倒
れ
て
不
気
味
な
姿
の
ま
ま
、
令
和
3
年
4
月

の
は
じ
め
ま
で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

　
庭
を
見
る
の
が
本
当
に
辛
か
っ
た
。
現
在
も
我
が
家
は
孤
立
状
態
の
ま
ま

で
す
。
水
道
だ
け
は
何
と
か
使
え
る
が
、
住
ん
で
生
活
は
出
来
ま
せ
ん
橋
が

な
い
限
り
。
橋
は
命
綱
で
す
。
　
ア
ー
ル
の
田
圃
も
家
か
ら
行
き
来
が
出
来

ず
、
休
耕
田
と
な
り
荒
れ
果
て
見
る
の
が
辛
い
悲
し
い
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。 

　
現
在
の
河
川
の
状
況
を
申
し
ま
す
と
、
令
和
３
年
4
月
か
ら
工
事
が
始

ま
り
関
係
者
の
方
々
が
毎
日
作
業
に
追
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
場
所
的

に
も
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。
私
も
時
々
工
事
用
の
橋
を

渡
っ
て
家
の
風
通
し
に
帰
る
ん
で
す
が
、
玄
関
前
で
大
型
の
ク
レ
ー
ン
が
動

き
出
す
と
地
面
が
揺
れ
災
害
の
凄
ま
じ
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
か
こ
の
家
も
地
盤
沈
下
で
倒
れ
そ
う
な
そ
ん
な
予
感
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
上
旦
の
家
に
泊
ま
る
の
も
怖
く
な
り
ま
し
た
。 

　
幸
い
に
し
て
今
は
町
政
の
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
を
頂
き
ま
し
て
現
在

恵
良
団
地
の
方
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
先
日
上
旦
に
帰
っ
た
時
に
町
報
を

貰
い
、
そ
の
中
に
B
A
S
A
R
E
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
私
な
り
に

綴
っ
て
み
ま
し
た
が
未
だ
心
の
傷
を
癒
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 
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近
年
、
気
候
変
動
に
よ
り
確
実
に
雨
量
が
増
え
た
こ
と
を
実
感
す
る
。 

昭
和
　
年
の
記
録
的
水
害
の
話
を
語
り
継
ぐ
人
も
少
な
く
な
っ
た
。 

当
時

の
様
子
を
父
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で
、
昨
年
の
水
害
と
幾
つ
か
の
共
通
点
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

滝
の
よ
う
な
白
い
大
粒
の
雨
、
川
を
流
れ
る

巨
石
の
地
響
き
、一
面
の
泥
の
臭
い
、
立
っ
た
ま
ま
流
れ
る
木
々
、
田
ん
ぼ
を

越
し
て
で
き
た
幾
つ
も
の
滝
の
出
現
等
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
全
く
現
実
と

は
異
な
る
光
景
で
、と
て
も
恐
怖
を
感
じ
た
。 

川
の
増
水
で
庭
木
が
次
々
と

立
っ
た
ま
ま
流
れ
て
い
く
の
が
見
え「
こ
れ
は
一
大
事
だ
！
」と
、
初
め
て「
避

難
の
ス
イ
ッ
チ
」が
入
っ
た
。 

取
る
も
の
も
取
り
敢
え
ず
表
に
出
る
と
、
道
路

は
既
に
川
と
化
し
て
い
た
。 「
災
害
は
こ
う
し
て
起
こ
る
の
か
」と
思
い
つ
つ

何
と
か
避
難
先
の
公
民
館
に
た
ど
り
着
い
た
。

　
早
朝
、
家
に
戻
っ
て
み
る
と
、
床
下
を
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た
我
が
家
が

残
っ
て
お
り
一
安
心
し
た
。
な
お
、
翌
日
も
公
民
館
で
過
ご
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
少
々
の
洪
水
は
慣
れ
で
安
心
し
て
い
た
が「
水
害
列
島
日
本
」

安
心
、
安
全
な
場
所
は
一
つ
も
な
い
！
と
思
っ
た
。
警
報
は
一
つ
の
目
安
で
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
時
は
既
に
逃
げ
遅
れ
か
も
！
「
早
目
の
避
難
」

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
を
痛
感
し
た
。 
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編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

多
く
の
方
か
ら
の

手
記
・
写
真
提
供
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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